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烏
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０
０
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質問１　この度の企画は、どこでお知りになりましたか。

① 季刊「あったか情報」
等主催者側からの案内 9 ② 配架チラシ 3 ③ メール案内 2 ④ ホームページ 0

⑤ 知人の紹介 2 ⑥ マスメディア 5 ⑦ その他 0

質問２　どのような動機で講演会に参加されましたか。

① 養育環境の改善に関心があっ
たから 11 ② 保育行政の課題に関心があっ

たから 2 ③ 総じてテーマ自体に関心が
あったから 9

④
自分自身に関わる問題であり、
その問題解決の糸口を探りた
いと思ったから

2 ⑤
テーマ自体が今後のビジネス
展開に役立つものであり、情
報と知識を得たいから

0

質問３　講演会の内容についてどのように感じていますか。

① 理解が深まり有益だった 18 ② 報告の内容が物足りなかった 1 ③ 話の内容が理解できなかった 0

質問４　３人の講演内容について、あなたの印象に残った報告者はどなたですか。

① 北村幸裕さん（弁護士） 6 ② 石田慎二さん（大学教員） 7 ③ 柴田悠さん（大学教員） 12

質問５　今回のシンポジウム全般について、率直なご意見やご感想を記入して下さい。

• �介護や育児分野で進むAIの導入実践についてなどの新しい取り組み（社会福祉）が知りたかった。
• �講演も良く、質問も質が高く、コーディネーターの方も良かったと思います。今後も良い企画を期待します。
• �身近な子育ての問題について、プライベートな事ではなく公的なものとして考えられて良かったです。（そのような
機会があまりないので）
• �関心を持つのは良い事だと思う。具体的に何をすべきか考えたい。
• �小・中・高・大の児童、生徒、学生およびヤンママの多くが１日のうち多くの時間をゲームに割いています。ゲーム
ソフトの影響力は大きいです。ゲームソフトの活用で「見える化」にもプラスがあるのでは？
• �子ども達をめぐる環境の変化、今の実態を、新聞等で読むとき以上に身近に感じることができました。子どもも親も
幸せに平穏に過ごせるためにできる事を追及していきたいと思います。
• �財源がいるので増税するのではなく、軍事費をへらす、議員歳費を減らすとか、予算の組み替えとかある。政策選択の
問題だ！！（何を重視するか）訪問活動の有意義さ。制度化するとよい。
• �現場で子育て支援で虐待予防をしていて長い目で子どもに与える影響があまり知られていないのかな…と感じました。
愛着障害が今、社会で大きな事件等起こしていると感じています。
• �子どもたちの養育環境の実情を３人の先生方に講義して頂き、よく理解できたと思います。私自身まだ独身ですが、こ
の先、家庭を持ち子供ができたら、関心を持ちたいです。
• �それぞれの先生方のお話がとても分かりやすく興味深いものでした。保育士をしているので、早期支援の大切さや処遇
改善＝質の向上には共感が持てました。
• �来てよかったです。有意義な時間でした。
• �この分野の知識が少ないので非常に勉強になりました。北村先生のお話し下さった具体事例、柴田先生の保育無償化の
代替案など興味深く聞きました。「見えるもの」を増やしたいです。
• �子どもの貧困についてもう少し具体的な討議がほしかった。
• �子どもの養育環境について、社会全体の問題として考えるよい機会となりました。
• �非常に的を得た講演テーマ講師陣でした。ためになりました！

質問６　NPO法人あったかサポートの活動についてお答えください。

① 以前から関わっていた 11 ② 名前は聞いたことがあった 1 ③ 初めて知った 3

質問７　②、③と答えた方で当法人の活動との今後の関わり方についてお尋ねします。

① 情報提供がほしい 3 ② 傍から見ていることにする 1 ③ ③� 関心はない 0

2019年1月26日　新春講演会

「就学前の子どもたちの養育環境をあったかくするためにわたしたちに何ができるか」
　平成30年度京都府女性活躍応援事業助成金を活用し「就学前の子どもたちの養育環境をあったかくするためにわたし
たちに何ができるか」とするシンポジウムを開催しました。当日の参加者アンケート（40名中21名）をここに紹介し
ます。尚シンポジウムでの北村幸裕（弁護士）、石田慎二（帝塚山大学）、柴田悠（京都大学）の３名の方の報告を冊子
にまとめました。冊子は200部印刷し無料で配布してますが、できましたら寄付金のお願いしたいと存じます。
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〈
あ
っ
た
か
未
来
〉
に
向
け
た
２
０
１
９
年
１
月
26
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録�

発
行
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

基調講演
　①　児童虐待のない未来のために
　　　　北　村　幸　裕（御池総合法律事務所　弁護士）

　②　子どもたちの養育環境の現状と課題
　　　　石　田　慎　二（帝塚山大学　現代生活学部　こども学科　准教授）

　③　早期支援と子どもの社会的発達
　　　　柴　田　　　悠（京都大学大学院　人間・環境学研究科　准教授）

　コーデネイタ―　古家野　晶　子（弁護士）

「就学前の子どもたちの養育環境をあったかく
するために、わたしたちに何ができるか」

認定NPO法人

認定ＮＰＯ法人あったかサポート新春講演会
平成 30年度京都府女性活躍応援事業助成金（地域）を活用した

＜あったか未来＞に向けた 2019年１月 26日シンポジウムの記録

　下記の紙面は、2019年１月26日に開催された新春交流会「就学前の子どもたちの養育環境
をあったかくするために、わたしたちに何ができるか」というシンポジウムの記録を去る３月
27日に25ページの冊子としてまとめた表紙です。本冊子を編集している間に子どもの虐待や
いじめ嫌がらせに関する新聞やテレビ報道が後を絶ちません。それほどまでに「子どもの人権」
に関わる問題は深刻です。

　本冊子に目を通して頂ければ、お母さんの妊娠期から０歳～２歳における良質な保育の提供
が如何に大切か、そのことが大変良く理解できます。特に貧困など不利な家庭にこそ行政や周
りの保育支援、更には保育士への支援が如何に問われているのか、ご理解が頂けると思います。
それは各個人の『自己責任』ではなく、今や社会的な課題なのです。

　この度、本冊子を200部印刷し無料で配布しています。ご希望の方には、当法人までお電話
やメールでお申出ください。なお部数に限りがあります。編集などはボランティアで支えられ
ています。つきましては、新年度に当り当法人への寄付金にご協力を頂ければ幸いです。

　当法人は、認定 NPO 法人です。１回に３,000円以上の寄付金にご協力を頂いた方には、来
年早々に寄付金支払い証明書を発行します。確定申告の際にそれを使って頂ければ一部還付さ
れます。2019年度も引き続きお力添えをお願いします。
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寄
稿

　

こ
の
本
は
実
用
書
で
あ
る
。

　

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
障
害
を
も
っ

た
と
き
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
・
家
族
の

介
護
の
と
き
な
ど
に
役
立
つ
社
会
保
障
活
用

術
を
幅
広
く
紹
介
し
た
。
経
済
的
負
担
を
軽

く
す
る
方
法
と
、
公
的
給
付
を
得
る
方
法
を

中
心
に
、制
度
を
利
用
す
る
側
の
視
点
か
ら
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
お
金
に
困
っ
て
い
る
人
が
医

療
を
受
け
る
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
。

生
活
保
護
だ
け
で
な
く
、
無
料
低
額
診
療
も

あ
る
し
、
国
民
健
康
保
険
法
44
条
に
よ
る
自

己
負
担
の
減
免
も
あ
り
う
る
。

　

医
療
に
余
分
な
お
金
を
費
や
さ
な
い
た
め

に
は
、
高
額
療
養
費
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、
公

『
医
療
費
で
損
を
し
な
い
46
の
方
法
』

　

を
上
梓
し
て

原　
　

昌　

平
的
医
療
保
険
で
給
付
さ
れ
る
療
養
費
・
移
送

費
や
、
差
額
ベ
ッ
ド
な
ど
保
険
外
費
用
の
扱

い
も
知
っ
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
。

　

被
害
補
償
と
し
て
、
医
薬
品
副
作
用
被
害

の
救
済
制
度
や
産
科
医
療
補
償
制
度
、
肝
炎

対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
救
済
制
度
な
ど
も

頭
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

　

障
害
年
金
、
障
害
者
手
帳
、
自
立
支
援
医

療
、難
病
医
療
、小
児
慢
性
特
定
疾
病
と
い
っ

た
障
害
や
難
病
関
連
の
制
度
も
大
切
だ
。

　

働
き
手
の
場
合
は
、
労
災
保
険
、
傷
病
手

当
金
、
出
産
手
当
金
、
育
児
休
業
給
付
金
、

介
護
休
業
給
付
金
な
ど
が
使
え
る
と
、
暮
ら

し
の
支
え
に
な
る
。

　

子
ど
も
の
病
気
や
け
が
で
は
、
学
校
災
害

共
済
や
就
学
援
助
も
知
っ
て
お
き
た
い
。

　

意
外
に
重
要
な
の
は
税
金
だ
。
医
療
費
控

除
や
障
害
者
控
除
を
活
用
す
れ
ば
、
課
税
対

象
所
得
が
少
な
く
な
る
。
障
害
者
手
帳
を
取

得
す
る
か
障
害
認
定
を
受
け
れ
ば
、
住
民
税

の
課
税
最
低
限
が
変
わ
る
。
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
教
育
な
ど
で
所
得
階
層
に
よ
っ
て
自

己
負
担
が
変
わ
る
制
度
が
増
え
た
の
で
、
意

味
は
大
き
い
。

　

な
ぜ
、
こ
う
い
う
本
を
出
そ
う
と
思
っ
た

の
か
。

　

医
療
を
含
め
た
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の

制
度
が
多
岐
に
わ
た
り
、
き
わ
め
て
複
雑
だ

か
ら
だ
。
公
的
年
金
制
度
は
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら

け
だ
し
、
障
害
者
に
関
す
る
制
度
は
い
く
つ

も
に
分
か
れ
て
い
る
。
各
分
野
の
制
度
は
統

一
性
が
な
く
、
世
帯
の
定
義
も
、
所
得
制
限

の
ラ
イ
ン
も
ま
ち
ま
ち
だ
。

　

知
ら
れ
て
い
な
い
制
度
も
多
い
。
生
活
保

護
の
よ
う
に
知
ら
れ
て
い
る
制
度
で
も
、
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
誤
解
が
つ
き
ま
と
う
こ

と
が
あ
る
。
必
要
な
人
が
遠
慮
な
く
使
え
る

よ
う
、積
極
的
な
周
知
が
欠
か
せ
な
い
の
に
、

現
実
の
行
政
に
よ
る
広
報
は
不
十
分
だ
。

　

し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
の
制
度
は
「
申
請
主

義
」
で
、
自
分
か
ら
申
請
や
請
求
を
し
な
い

と
利
用
で
き
な
い
。
担
当
す
る
機
関
や
窓
口

は
制
度
ご
と
に
縦
割
り
で
、
担
当
窓
口
に
た

　

こ
の
度
、
読
売
新
聞
の
原
昌
平
記
者
よ
り
、「
中
公
新
書
ク
ラ
レ
」
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
医
療
費
で
損
を
し
な
い

46
の
方
法
」（
税
別
１
０
０
０
円
）
と
い
う
著
作
を
当
法
人
に
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
目
を
通
し
ま
す
と
、
社
会
保
険
労
務
士
の
専
門
分
野
で
あ
る
労
働
保
険
や
社
会
保
険
の
み
な
ら
ず
税
制

や
社
会
福
祉
の
領
域
ま
で
幅
広
い
視
点
か
ら
現
場
の
記
者
ら
し
い
目
配
り
が
で
き
た
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
向
け
に
平
易
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
や
就
労
支
援
に
関
わ
る
方
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
社
会

保
険
労
務
士
の
方
々
に
も
お
役
に
立
て
る
著
作
で
す
。（
編
集
部
）
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熊
沢
誠
先
生
の
晩
年
の
代
表
作
が
こ

の
た
び
岩
波
現
代
文
庫
と
し
て
再
刊
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
本
文
庫
本
が
当
法
人

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
思
い
を
こ

こ
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

是
非
、
先
生
の
著
作
を
手
に
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。（
編
集
部
）

　

現
時
点
で
も
足
音
の
絶
え
る
こ
と
の
な

い
、
日
本
社
会
の
病
弊
と
も
い
う
べ
き
働
く

人
々
の
数
多
の
過
労
死
・
過
労
自
殺
。彼
ら
、

彼
女
ら
は
、
ど
ん
な
気
持
で
ど
の
よ
う
に
働

き
（
働
か
さ
れ
て
）
死
に
到
っ
た
の
か
？
無

念
の
遺
族
は
ど
の
よ
う
な
葛
藤
を
経
て
告
発

に
転
生
し
た
の
か
？

　

こ
の
本
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０

年
代
に
到
る
ま
で
の
50
人
以
上
に
及
ぶ
過
労

死
・
過
労
自
殺
の
人
た
ち
の
心
身
の
燃
え
つ

き
と
、
遺
族
た
ち
の
抗
議
の
軌
跡
を
細
部
に

わ
た
っ
て
リ
ア
ル
に
語
り
、
そ
れ
を
通
じ
て

企
業
社
会
の
う
ち
に
潜
む
過
労
死
・
過
労
自

殺
の
要
因
を
重
層
的
に
摘
出
し
ま
す
。
そ
れ

は
告
発
の
考
察
で
あ
る
と
と
も
に
、
な
に
よ

り
も
倒
れ
た
人
々
へ
の
鎮
魂
の
物
語
で
す
。

原
著
は
小
説
の
よ
う
に
読
め
る
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
一
方
、
い
く
ら
か
気
恥
ず
か

し
い
の
で
す
が
、「
過
労
死
・
過
労
自
殺
研

究
の
今
日
の
到
達
点
」
と
評
価
し
て
く
だ
さ

る
方
々
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
な
お
文
庫
本

で
は
、
現
時
点
の
状
況
を
考
察
す
る
、
小
論

文
の
よ
う
な
「
あ
と
が
き
」
を
書
き
添
え
ま

し
た
。

　

こ
の
本
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
も
さ
ま

ざ
ま
の
工
場
労
働
者
も
、
営
業
マ
ン
も
Ｏ
Ｌ

も
、
Ｍ
Ｒ
も
Ｓ
Ｅ
も
、
開
発
技
術
者
も
サ
ー

ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
、
学
校
教
師
も
ナ
ー
ス

も
、
そ
し
て
班
長
も
係
長
も
店
長
も
、
極
め

て
広
範
な
、
あ
り
ふ
れ
た
職
種
の
労
働
者
が

受
難
者
で
す
。
そ
れ
は
ふ
つ
う
の
労
働
者
の

真
摯
な
人
生
の
出
来
事
。〈
あ
れ
は
、
私
の

著
書
紹
介

『
過
労
死
・
過
労
自
殺
の

 

現
代
史

―
―
働
き
す
ぎ
に
斃
れ
る
人
た
ち
』

熊
沢　

誠　

著

岩
波
現
代
文
庫

ど
り
つ
く
の
に
苦
労
す
る
。窓
口
の
職
員
は
、

自
分
の
担
当
以
外
は
よ
く
知
ら
ず
、
ほ
か
に

利
用
で
き
そ
う
な
制
度
が
あ
っ
て
も
、
あ
ま

り
教
え
て
く
れ
な
い
。

　

そ
れ
ら
の
結
果
、
制
度
を
利
用
で
き
る
要

件
を
満
た
し
て
い
て
も
、
利
用
で
き
る
こ
と

を
知
ら
な
い
ま
ま
申
請
し
な
け
れ
ば
、
損
を

す
る
。
現
実
に
基
本
的
な
制
度
を
知
ら
な
い

人
は
多
い
。

　

そ
こ
で
、
ど
こ
に
ど
う
い
う
制
度
が
あ
る

の
か
、
見
取
り
図
を
示
す
と
と
も
に
、
実
用

に
な
る
レ
ベ
ル
ま
で
説
明
し
た
の
が
今
回
の

本
だ
。

　

申
請
主
義
と
縦
割
り
は
、
担
当
機
関
の
職

員
と
し
て
は
、
受
け
身
で
済
む
か
ら
楽
だ
ろ

う
。
自
分
で
知
識
や
情
報
を
得
て
、
必
要
が

あ
っ
た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ス
タ

ン
ス
。
裏
返
す
と
、
申
請
し
な
い
の
は
自

己
責
任
だ
か
ら
知
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
で
あ

る
。
す
べ
て
の
人
は
自
分
の
権
利
や
要
求
を

ど
ん
ど
ん
主
張
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
人
間

観
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
際
に
は
、
病
気
や
け
が
や
障
害
を
抱
え

て
い
る
人
や
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
が

社
会
制
度
を
把
握
し
て
利
用
す
る
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
労
力
を
要
す
る
。
助
け
を
求
め

る
発
想
に
な
ら
な
い
人
、
生
き
る
意
欲
が
低

下
し
て
い
る
人
も
い
る
。
経
済
的
負
担
の
せ

い
で
医
療
や
社
会
保
障
を
利
用
で
き
な
い

と
、
命
に
も
か
か
わ
る
。

歴
史
だ
っ
た
の
だ
。
全
て
は
、
私
の
身
に
起

こ
っ
て
い
る
の
だ
〉（
巻
頭
の
引
用
、
ボ
ー

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
『
他
人
の
血
』）。
過
労
死
・
過

労
自
殺
の
根
因
は
多
く
の
ふ
つ
う
の
働
き
手

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
悲
劇
は
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
私

は
と
も
か
く
、
こ
の
本
が
多
く
の
方
に
読
ま

れ
た
い
と
切
望
し
て
い
ま
す
。

�

２
０
１
９
年
春　

熊
沢　

誠

�
E-m
ail

：kum
a-m
ichi06@

nifty.com

　

い
く
つ
か
の
改
革
方
法
は
あ
り
う
る
。
生

活
に
か
か
わ
る
こ
と
な
ら
す
べ
て
を
扱
う

「
何
で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
身
近
な
生
活

圏
ご
と
に
つ
く
る
こ
と
。
情
報
技
術
を
活
用

し
て
申
請
主
義
を
変
え
る
こ
と
。
何
も
よ
り

も
必
要
な
の
は
、
立
場
や
力
の
弱
い
人
の
権

利
行
使
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
だ
。

　

書
き
終
え
て
、
そ
う
痛
感
し
た
。

◆
原
昌
平　

は
ら
・
し
ょ
う
へ
い

　

読
売
新
聞
大
阪
本
社
編
集
委
員
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
大
阪
府
立
大
学
・
立
命
館
大
学

客
員
研
究
員
、
Ｆ
Ｐ
技
能
士
（
２
級
）



2 0 1 9 年  春号

6

番
号 実施日 学校名 対象者 テーマ 人数 コマ

数 備考

1 5月16日 京都府立鳥羽高等学校 定時制
3.4年生「働き続けるために知っておきたいこと」 25 2 寸劇

2 5月23日 京都府立網野高等学校 全日制
3年生

「働くこと」「生きること」について人権
の視点から考える　 147 2 講演

3 6月13日 京都府立北陵高等学校 3年生 「労働問題と人権について」 280 2 寸劇

4 6月14日 京都府立
嵯峨野高等学校 3年生 「働くこと、生きることについて」 319 2 講演

5 6月15日 京都府立宮津高校
伊根分校 1-4年生「働く前に知っておきたいこと」 15 2 講演+寸劇

6 6月15日 京都府立東陵高等学校 3年生
面接・労働条件通知書・労働時間・休
憩・労災・解雇制限・男女雇用機会均等
法

269 1 講演+寸劇

7 9月25日 朱雀高校 2年生 ワークライフビジョン「働き続けるため
に」 192 2 寸劇

8 10月2日 朱雀高校 2年生 ワークライフビジョン「働くことについ
て」 192 12 講義

9 �10月�25日 城南菱創高等学校 2年生 働き続けるために知っておきたいこと 240 1 寸劇

10 11月14日 長岡第十小学校 保護者
教職員

親が輝けば子が輝く　ワークライフビ
ジョン 15 1 講義

11 11月18日 朱雀高校通信制 全学年 働くこと生きることを人権の視点から考
えてみよう 55 2 講義

12 11月26日 京都女子大 1年 女性の働き方と労働関連諸法令 130 1 講義

13 11月28日 加悦谷高校 就�職
内定者

「働く人のためのキャリアセミナー」社会
に巣立つ前、働く前に知っておきたいこ
と

15 2 講義

14 12月11日 綾部高校�東分校 3年 「働くこと」「生きること」について人権
の視点から考える 60 2 講義

15 12月18日 朱雀高校定時制 全学年 人権学習として　「働き続けるためにしっ
ておきたい事」 20 1 寸劇

16 1月15日 佛教大学 3.4回生 働くための基礎知識―求人票の読み方 40 1 講義

17 1月17日 大阪明浄学院高校 2年 「働く前に知っておきたいこと」 170 1 講義

18 1月18日 八幡高校 就�職
内定者 「働く前に知っておきたいこと」 15 1 講義

2018年度　年間　出前授業実施一覧（京都府内外含む）

　2018年度における労働関連法教育事業についてのオファーは、16校と前年度より10校減少していま
す。背景には、労働力の売手市場が持続している事や国を含めた労働教育活動の普及があります。当法人
には、高校の進路指導や人権学習会の場で講師の要請がありました。高校生には、「寸劇」の上演が好評
を博しています。
　そこで2019年度は、大学におけるインターンシップの功罪を取り上げます。新たに専門学校や外国人
労働者を対象にした労働関連法教育の普及に重点を置きたいと思っています。併せてPTAなど、労働・
社会保険の基礎知識の普及や活用など草の根の教育活動を進めることにします。
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私
の
読
書
館 

⑤

進
む
「
道
徳
の
教
科
化
」

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
「
特
別

の
教
科　

道
徳
」
が
始
ま
っ
た
。
中
学
校
は

今
年
度
か
ら
始
ま
る
。検
定
教
科
書
を
用
い
、

記
述
式
の
評
価
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

知
り
、
そ
の
経
緯
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

　

道
徳
の
教
科
化
は
、
２
０
１
３
年
の
教
育

再
生
実
行
会
議
の
提
言
で
、
い
じ
め
等
問
題

へ
の
対
応
と
し
て
求
め
ら
れ
た
事
に
始
ま
っ

た
。
こ
の
会
議
の
冒
頭
で
、安
倍
首
相
は「
教

育
現
場
は
残
念
な
が
ら
（
豊
か
な
情
操
と
道

徳
心
を
培
う
、
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
態

度
を
養
う
と
い
う
）
改
正
教
育
基
本
法
の
理

念
が
実
現
し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
」
に
あ

る
と
し
、
そ
れ
が
い
じ
め
問
題
を
生
み
出
し

た
と
示
唆
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
基
調
の
下
、「
理
性
に
よ
っ
て
自
ら
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
力
を
育
て
る
」
と
し
て
道
徳
の
教

科
化
が
求
め
ら
れ
た
。

　

道
徳
の
教
科
化
は
、
い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
と
言
い
な
が
ら
、「
改
正
教
育
基
本
法
」

の
理
念
の
実
現
を
推
し
進
め
よ
う
と
い
う
狙

い
が
あ
る
よ
う
だ
。

改
正
教
育
基
本
法
の
理
念
と
は

　

そ
こ
で
、
実
際
の
道
徳
教
科
書
を
見
て
み

図
書
紹
介
と
私
の
所
感

喜　

多　

和　

美

よ
う
と
思
っ
た
。
採
択
数
の
多
か
っ
た
道
徳

教
科
書
（
小
学
6
年
生
用
）、「
新
し
い
道
徳

６
」（
東
京
書
籍
発
行
）
と
「
生
き
る
力
６
」

（
日
本
文
教
出
版
発
行
）
の
２
つ
を
読
ん
で

み
た
。

　

両
教
科
書
を
開
く
と
、
実
話
物
や
物
語
、

偉
人
伝
や
日
本
の
伝
統
文
化
を
題
材
に
し
た

3
～
6
頁
の
短
い
文
章
が
30
数
個
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
い
じ
め
対
策
」
と
さ
れ
る
教
材

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
目
を
ひ
く
の
は
、
そ
の
教
材
ご
と
に

「
自
由
と
責
任
」「
よ
り
よ
い
き
ま
り
」
な
ど

短
い
テ
ー
マ
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
学
習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
た
、
道

徳
で
教
え
る
べ
き
内
容
項
目
に
応
じ
た
も
の

で
、
検
定
教
科
書
で
は
そ
の
全
て
の
内
容
項

目
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
内
容
項
目
の
中
に
は
、「
改
正
教
育

基
本
法
」
の
教
育
の
目
的
（
第
2
条
）
を
凝

縮
し
た
文
言
が
数
多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
」「
個

性
の
伸
長
」「
真
理
の
探
究
」「
公
正
、公
平
、

社
会
正
義
」「
勤
労
、
公
共
の
精
神
」「
伝
統

と
文
化
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
」「
国

際
理
解
、
国
際
親
善
」「
生
命
の
尊
さ
」
な

ど
な
ど
。
こ
れ
ら
が
、
道
徳
の
授
業
で
学
ぶ

べ
き
項
目
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
改

正
教
育
基
本
法
」
の
理
念
の
実
現
と
は
、
こ

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
思
っ
た
。

　

学
校
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
で
生
徒
が
自
殺
し
た
も
の
の
当
該
学
校
の
教
員
や
教
育
委
員
会
が
対
応
で
き
な
い

ば
か
り
か
隠
ぺ
い
を
行
っ
た
こ
と
が
新
聞
報
道
な
ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
へ
の
虐
待
も
深

刻
化
し
、
児
童
相
談
所
の
対
応
が
批
判
さ
れ
て
は
い
る
が
、
法
制
度
や
困
難
な
家
庭
へ
の
子
育
て
支
援
の
課
題
も

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
、
学
校
の
現
場
で
は
「
道
徳
の
教
科
化
」
な
ど
人
の
心
の

持
ち
よ
う
に
問
題
を
す
り
替
え
て
は
い
な
い
か
、
本
誌
読
者
の
喜
多
和
美
さ
ん
に
ご
寄
稿
を
頂
い
た
の
で
こ
こ
に

紹
介
し
ま
す
。（
編
集
部
）

道
徳
教
科
書

�

（
小
学
6
年
生
用
）

「
新
し
い
道
徳
６
」

�

（
東
京
書
籍
発
行
）

「
生
き
る
力
６
」

�

（
日
本
文
教
出
版
発
行
）
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教
科
書
に
登
場
す
る
「
い
じ
め
対
策
」

　

次
に
「
い
じ
め
対
策
」
と
さ
れ
た
教
材
を

み
て
み
た
い
。

　

東
京
書
籍
で
は
、
言
葉
の
行
き
違
い
か
ら

友
達
と
す
れ
違
っ
て
し
ま
う
話
と
隣
人
間
の

騒
音
問
題
を
話
し
合
い
で
解
決
し
た
話
が
い

じ
め
対
策
の
教
材
と
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

各
教
材
の
最
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
場
人
物

の
気
持
ち
を
問
う
設
問
が
あ
る
ほ
か
に
、
友

達
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
と
問
う
も
の
や
、

権
利
を
主
張
す
る
と
き
に
考
え
て
お
く
べ
き

こ
と
は
何
か
と
い
う
、
的
外
れ
だ
と
感
じ
る

設
問
も
あ
る
。
こ
ち
ら
の
教
科
書
の
方
は
、

他
の
教
材
を
み
て
も
、
こ
の
設
問
で
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
思
う
よ
う
な
、
漠
然
と
し
た
も
の
が
多

い
。
教
え
る
側
が
設
問
の
内
容
を
説
明
す
る

こ
と
を
、
前
提
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
文
教
出
版
で
は
、「
い
じ
め
に
つ
い

て
考
え
よ
う
！
」
い
う
頁
と
「
わ
た
し
の
せ

い
じ
ゃ
な
い
ー
せ
き
に
ん
に
つ
い
て
」
と
い

う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
絵
本
の
話
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」

で
は
「
名
誉
毀
損
罪
・
侮
辱
罪
」「
暴
行
罪
」

な
ど
法
律
を
と
お
し
て
い
じ
め
を
考
え
て
み

よ
う
と
問
い
か
け
ら
れ
る
。
絵
本
の
方
は
、

「
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」
と
発
言
す
る

子
ど
も
た
ち
の
責
任
と
、
誰
に
ど
の
よ
う
に

働
き
か
け
て
解
決
に
導
く
か
を
問
い
か
け
て

い
る
。
こ
ち
ら
の
教
科
書
の
方
は
な
か
な
か

直
接
的
な
問
い
か
け
と
な
っ
て
い
る
が
、
教

え
る
側
の
力
量
が
問
わ
れ
る
内
容
だ
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
教
科
書
を
読
ん
で

も
「
い
じ
め
は
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行

為
だ
」
と
明
確
に
示
す
姿
勢
が
弱
い
と
感
じ�

た
。学

習
指
導
要
領
に
し
ば
ら
れ
る
現
場
の
教
員

　

一
方
、「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」
と
し
て
、

こ
れ
ら
教
材
を
使
っ
て
み
ん
な
で
話
し
合
う

こ
と
が
道
徳
の
授
業
で
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。
現
場
の
教
員
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
授
業

を
作
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

何
事
に
も
縛
ら
れ
ず
「
自
由
に
」
考
え
議

論
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

も
生
き
生
き
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
教
え
る
べ

き
と
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容
項
目
に

縛
ら
れ
た
議
論
と
な
る
と
、ど
う
だ
ろ
う
か
。

列
記
さ
れ
た
内
容
項
目
を
見
る
だ
け
で
息
が

詰
ま
り
そ
う
に
な
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。

　

さ
ら
に
、
教
員
は
記
述
式
の
評
価
を
す
る

こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
自
分
が
教
員
だ
と
し

た
ら
、大
い
に
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
道
徳
教
育
か
ら
目
が
離
せ

な
い
。
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「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

～
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
読
み
解
く

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
は
、
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
の
主
任

弁
護
士
を
務
め
た
中
島
光
孝
弁
護
士
の
昨
年
６
月
の
２
つ
の
最
高
裁
判
決
の
講
演

を
冊
子
に
ま
と
め
て
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
に
は
、
皆
勤
手
当
に
つ
い
て
の

昨
年
12
月
21
日
差
戻
後
の
大
阪
高
裁
判
決
の
内
容
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
マ

キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
最
高
裁
判
決
や
長
澤
運
輸
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
今
後
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
に
関
す
る
訴
訟
や
労
使
の
交
渉
の
場
面
で
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
参

照
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
講
演
の
記
録
を
冊
子
と
し
て
残
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
本
冊
子
の
お
求
め
は
メ
ー
ル
又
は
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
つ
の
最
高
裁
判
決
以
後
も
、
日
本
郵
便
事
件
な
ど
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

に
関
わ
る
下
級
審
の
判
決
が
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
の
課
題
を
整
理
す
る

た
め
に
も
、
裁
判
例
の
動
向
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
ご
寄
稿
を
頂
戴

し
ま
し
た
。 

 （
編
集
部
）

弁
護
士
　
　

中
　
島
　
光
　
孝

差
戻
審
で
契
約
社
員
へ
の
皆
勤
手
当
の
不
支
給

が
不
合
理
で
あ
る
と
確
定

　

２
０
１
８
年
6
月
1
日
、
最
高
裁
第
２
小

法
廷
は
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
待
遇
が

不
合
理
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
の

方
向
性
を
示
し
た
。

　

ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
判
決
は
、
個

別
の
待
遇
ご
と
に
判
断
す
る
と
の
原
則
を
示

し
、
当
該
待
遇
の
趣
旨
、
性
質
等
に
照
ら
し

て
適
切
な
職
務
の
内
容
、
職
務
の
内
容
及
び

配
置
の
変
更
の
範
囲
に
関
わ
る
事
情
を
考
慮

し
、
当
該
待
遇
が
不
合
理
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
れ
ば
、
つ
ぎ
に
不
合
理
で
あ
る
と
の
評
価

を
覆
す
そ
の
他
の
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
を

考
慮
し
、
も
し
な
け
れ
ば
当
該
待
遇
は
不
合

理
で
あ
る
、
あ
れ
ば
当
該
待
遇
は
不
合
理
で

は
な
い
と
す
る
判
断
枠
組
み
を
示
し
た
。

　

例
え
ば
、
正
社
員
乗
務
員
に
は
支
給
さ
れ

る
皆
勤
手
当
を
契
約
社
員
乗
務
員
に
は
支

給
し
な
い
と
い
う
扱
い
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
判
断
し
た
。
皆
勤
手
当
は
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
を
一
定
数
確
保
す
る
必
要
か
ら
皆
勤

を
奨
励
す
る
趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
、
出
勤
す
る
者
の
確
保
の
必
要
性
は
、
職

務
の
内
容
に
よ
っ
て
両
者
の
間
に
差
異
が
生

ず
る
も
の
で
は
な
い
、
ま
た
、
当
該
労
働
者

が
将
来
転
勤
や
出
向
を
す
る
可
能
性
や
、
会

社
の
中
核
を
担
う
人
材
と
し
て
登
用
さ
れ
る

可
能
性
の
有
無
と
い
っ
た
事
情
に
よ
り
異
な

る
と
は
い
え
な
い
（
こ
の
段
階
で
、
皆
勤
手

当
を
支
給
し
な
い
扱
い
は
不
合
理
と
一
応
評

価
さ
れ
る
）。
そ
し
て
、
契
約
社
員
乗
務
員

に
つ
い
て
は
、
会
社
の
業
績
と
本
人
の
勤
務

成
績
を
考
慮
し
て
昇
給
す
る
こ
と
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、
昇
給

し
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
る
上
、
皆
勤
の
事

実
を
考
慮
し
て
昇
給
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事

情
も
う
か
が
わ
れ
な
い
か
ら
、
不
合
理
で
あ

る
と
の
上
記
評
価
を
覆
す
そ
の
他
の
事
情
も

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
皆
勤
手
当
を
契
約
社

員
乗
務
員
に
支
給
し
な
い
扱
い
は
不
合
理
で

あ
っ
て
、
労
契
法
20
条
に
反
す
る
。

「
そ
の
他
の
事
情
」
で
不
支
給
が
不
合
理
で
な
い

と
さ
れ
た
嘱
託
社
員
の
住
宅
手
当
、
家
族
手
当

　

他
方
、
長
澤
運
輸
事
件
判
決
は
、
正
社
員

と
嘱
託
乗
務
員
と
は
職
務
の
内
容
も
同
一
、

職
務
の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
も
同

一
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
待
遇
の
相
違
は
原

則
と
し
て
不
合
理
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
事

案
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
事
情
が
最
大
限

に
考
慮
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
住

宅
手
当
及
び
家
族
手
当
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
判
断
さ
れ
た
。

　
「
会
社
に
お
け
る
正
社
員
に
は
、
嘱
託
乗

務
員
と
異
な
り
、
幅
広
い
世
代
の
労
働
者
が

存
在
し
得
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
正
社
員

に
つ
い
て
住
宅
費
及
び
家
族
を
扶
養
す
る
た

め
の
生
活
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
は
相
応
の
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理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
他
方

に
お
い
て
、
嘱
託
乗
務
員
は
、
正
社
員
と

し
て
勤
続
し
た
後
に
定
年
退
職
し
た
者
で
あ

り
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
、
そ
の
報
酬
比
例
部
分
の
支
給

が
開
始
さ
れ
る
ま
で
は
会
社
か
ら
調
整
給
を

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
」、
こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
と
、

嘱
託
乗
務
員
に
住
宅
手
当
及
び
家
族
手
当
を

支
給
し
な
い
扱
い
は
不
合
理
と
は
い
え
な
い
。

契
約
社
員
へ
賞
与
・
退
職
金
・
諸
休
暇
を
支
給
し
な
い

又
は
付
与
し
な
い
扱
い
を
不
合
理
と
認
め
た
高
裁
判
決

　
こ
の
2
つ
の
最
高
裁
判
決
の
あ
と
、２
０
１
８

年
6
月
末
に
、
政
府
が
同
一
労
働
同
一
賃

金
で
あ
る
と
標
榜
す
る
パ
ー
ト
・
有
期
労

働
法
や
労
働
者
派
遣
法
が
成
立
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
経
て
、
２
０
１
８
年
12
月

13
日
に
は
日
本
郵
便
事
件
・
東
京
高
裁
判

決
、
２
０
１
９
年
1
月
24
日
に
は
日
本
郵
便

事
件
・
大
阪
高
裁
判
決
、
同
年
2
月
15
日
に

は
大
阪
医
科
薬
科
大
学
事
件
・
大
阪
高
裁
判

決
、
同
年
2
月
20
日
に
は
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス

事
件
・
東
京
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
、
契
約
社

員
に
支
給
し
な
い
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
と

さ
れ
る
手
当
の
種
類
が
増
え
、
賞
与
及
び
退

職
金
の
扱
い
に
つ
き
不
合
理
と
な
る
部
分
が

あ
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
、
ま
た
夏
期
冬
期

休
暇
を
付
与
し
な
い
扱
い
、
病
気
休
暇
を
付

与
し
な
い
扱
い
等
を
不
合
理
と
す
る
判
断
が

示
さ
れ
た
。

契
約
社
員
へ
の
扶
養
手
当
不
支
給
を
不
合
理
で

は
な
い
と
し
た
判
決
の
論
理

　

他
方
、
日
本
郵
便
事
件
・
大
阪
高
裁
判
決

は
、
一
審
判
決
が
不
合
理
と
判
断
し
た
扶
養

手
当
を
契
約
社
員
に
支
給
し
な
い
扱
い
に
つ

い
て
、「
本
件
契
約
社
員
に
つ
い
て
も
家
族

構
成
や
生
活
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
生
活
費

の
負
担
増
も
あ
り
得
る
が
、
基
本
的
に
は
転

職
等
に
よ
る
収
入
増
加
で
対
応
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
一
転
し
て
不

合
理
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
・

最
高
裁
判
決
が
、
労
契
法
20
条
に
つ
い
て
、

「
同
条
は
、
有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

無
期
契
約
労
働
者
と
比
較
し
て
合
理
的
な
労

働
条
件
の
決
定
が
行
わ
れ
に
く
く
、
両
者
の

労
働
条
件
の
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
有
期
契
約
労
働
者
の
公
正

な
処
遇
を
図
る
た
め
、
そ
の
労
働
条
件
に
つ

き
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
不
合

理
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
で

あ
る
。」
と
し
た
判
断
と
お
よ
そ
そ
ぐ
わ
な

い
。
有
期
契
約
労
働
者
は
正
社
員
と
の
間
に

格
差
が
あ
っ
て
不
満
で
あ
れ
ば
、
転
職
で
対

応
で
き
る
と
い
う
の
で
は
、「
公
正
な
処
遇

を
図
る
た
め
」
に
制
定
さ
れ
た
労
契
法
20
条

は
そ
も
そ
も
制
定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。

裁
判
官
は
社
会
経
済
の
実
態
に
即
し
た
判
断
を

　

こ
の
よ
う
な
認
識
が
判
決
の
な
か
で
示
さ

れ
る
の
は
、
非
正
規
労
働
者
は
自
分
の
意
思

で
、
雇
用
の
調
整
弁
と
な
り
、
そ
れ
故
、
賃

金
も
職
務
に
応
じ
た
市
場
価
格
で
決
定
さ

れ
る
「
非
正
規
」
と
い
う
働
き
方
を
選
ん

だ
の
で
あ
る
か
ら
、
格
差
が
あ
る
の
は
仕

方
が
な
い
、「
自
己
責
任
」
で
あ
る
と
い
う

発
想
が
根
底
に
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

１
９
９
５
年
5
月
に
日
本
経
済
団
体
連
合
会

は
「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』」
を
発
表

し
、
労
働
者
を
「
長
期
蓄
積
能
力
活
用
型
」、

「
高
度
専
門
能
力
活
用
型
」、
そ
し
て
「
雇
用

柔
軟
型
」
の
3
つ
に
分
け
た
。
実
態
と
し
て

は
現
在
の
非
正
規
労
働
者
の
多
く
は
雇
用
柔

軟
型
に
属
す
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
が
非
正

規
労
働
者
は
雇
用
柔
軟
型
に
属
す
る
と
い
う

認
識
を
も
ち
、
こ
れ
を
前
提
に
判
断
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

へ
の
途
は
極
め
て
厳
し
い
。
裁
判
官
に
お
い

て
も
、
社
会
経
済
の
実
態
に
即
し
て
「
公
正

な
処
遇
」
と
は
な
に
か
を
考
え
る
と
い
う
問

題
意
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

労
働
者
・
労
働
組
合
に
は
、
自
ら
進
ん
で
「
公
正

な
処
遇
」
の
議
論
を
し
て
ほ
し
い

　

こ
れ
は
、
企
業
や
労
働
者･

労
働
組
合
も

同
様
で
あ
る
。
厚
労
省
は
、「
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
企
業
に
、

不
合
理
な
待
遇
の
禁
止
の
た
め
の
改
善
を
指

導
す
る
。
し
か
し
、
指
導
さ
れ
て
や
る
の
で

は
な
く
、「
公
正
な
処
遇
」
を
実
現
す
る
た

め
に
就
業
規
則
等
を
改
正
す
る
と
い
う
意
識

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者

･

労
働
組
合
は
企
業
か
ら
の
就
業
規
則
の
改

定
案
を
提
示
さ
れ
て
か
ら
検
討
す
る
よ
う
で

は
遅
い
。自
ら
進
ん
で
自
分
に
と
っ
て
の「
公

正
な
処
遇
」
と
は
な
に
か
を
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
企
業
に
ど
し
ど
し
説
明
を
求
め

る
。
そ
う
す
る
な
か
で
次
第
に
「
公
正
な
処

遇
」
に
近
づ
い
て
い
く
。

　

2
つ
の
最
高
裁
判
決
や
パ
ー
ト
・
有
期
労

働
法
の
成
立
等
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
歩

む
き
っ
か
け
に
は
な
っ
た
。
今
後
求
め
ら
れ

る
の
は
、
企
業
や
労
働
者･

労
働
組
合
、
そ

し
て
こ
れ
を
支
援
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
団

体
や
士
業
の
方
々
の
な
お
一
層
の
奮
闘
と
努

力
で
あ
る
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
、
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
読
み
解
く�

発
行
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

１　ハマキョウレックス・長澤運輸事件の最高裁判決（2018 年６月１日）
　　の概要と労働条件（諸手当）に関する判断要素
　　� （2018 年６月９日第 13回総会記念講演会の記録）

２　�ハマキョウレックス事件大阪高裁・差戻審判決（2018 年 12月 21日）
の意義と課題

資　料

「同一労働同一賃金、
二つの最高裁判決を読み解く」

弁護士　中　島　光　孝（大阪弁護士会所属）

認定NPO法人
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ね
が
は
く
は
花
の
も
と
に
て
春
死
な
む

　

そ
の
如
月
の
望
月
の
こ
ろ

と
、
そ
の
人
は
望
ん
だ
か
ど
う
か
…
…

　

48
年
前
の
春
、
一
人
の
文
学
者
が
世

を
去
っ
た
。
39
歳
と
い
う
若
さ
だ
っ
た
。

高
橋
和
巳
。
平
成
生
ま
れ
の
世
代
で
そ

の
名
を
知
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
『
悲
の
器
』『
憂
鬱
な
る
党
派
』『
我

が
心
は
石
に
あ
ら
ず
』
な
ど
の
作
品
は

70
年
安
保
を
前
後
す
る
全
共
闘
世
代
に

多
く
の
読
者
を
得
た
。
１
９
６
９
年
3

月
、
京
大
闘
争
の
さ
な
か
、
学
生
側
を

支
持
し
同
大
文
学
部
助
教
授
を
辞
職
。

『
邪
宗
門
』
は
そ
の
5
年
前
に
書
か
れ

て
い
る
。

　

初
め
て
読
ん
だ
の
は
二
十
歳
の
と

き
。
高
橋
和
巳
が
亡
く
な
っ
た
、
そ
の
年

の
秋
だ
っ
た
。
世
の
中
の
何
も
分
か
ら
ず
、

と
に
か
く
読
み
通
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る

と
信
じ
て
読
ん
だ
。
中
身
は
ほ
と
ん
ど
分

か
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

二
度
目
は
そ
れ
か
ら
20
年
後
。
東
京
・

江
古
田
の
古
書
店
で
懐
か
し
い
文
庫
本
を

見
つ
け
た
。
上
下
１
２
０
０
頁
を
1
週
間

か
け
て
読
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
圧
倒
的
な
読

後
感
、
そ
の
余
韻
は
し
ば
し
忘
れ
が
た
い

も
の
だ
っ
た
。

　

胸
に
白
い
布
で
包
ん
だ
遺
骨
壺
を
つ
り

下
げ
た
少
年
が
見
知
ら
ぬ
駅
に
降
り
立
つ

と
こ
ろ
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。
昭
和
6
年
、

母
の
遺
言
通
り
た
ど
り
着
い
た
地
に
か
つ

て
の
教
団
本
部
は
あ
っ
た
。
少
年
の
名
は

千
葉
潔
。
教
団
は
「
ひ
の
も
と
救
霊
会
」

と
い
っ
た
。

　

た
っ
た
一
つ
の
山
芋
、
た
っ
た
一
茎
の

若
き
日
の
憧
れ
…
…

　
　
高
橋
和
巳
と
『
邪
宗
門
』

ふ
き
を
採
る
の
に
山
の
中
を
這
い
ず
り

回
ら
ね
ば
な
ら
な
い
農
民
の
悲
惨
。
そ

の
救
済
と
世
直
し
を
め
ざ
す
教
団
は
幾

た
び
か
国
家
権
力
の
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
も
、
混
沌
と
闘
い
の
中
で
高
度

な
自
治
を
築
い
て
ゆ
く
。
平
和
と
信
仰

に
生
き
る
人
々
が
あ
え
て
武
装
叛
乱
に

向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
一
体

な
ぜ
か
。

　
「
助
け
て
く
れ
！　

神
の
子
よ
、
農

民
よ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
よ
、
知
識

人
よ
。
良
心
あ
る
日
本
の
す
べ
て
の

人
々
よ
、
世
界
の
人
々
よ
。
助
け
て
く

れ
！
」
と
放
送
を
通
じ
て
叫
ぶ
信
者
た

ち
。
そ
こ
に
待
ち
受
け
る
壮
絶
な
結
末
。

　

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
た
ち
、
ど
う
し

て
か
ま
た
『
邪
宗
門
』
を
読
み
始
め
た
。

ま
る
で
初
め
て
読
む
よ
う
な
驚
き
が
あ

る
。
仕
事
を
終
え
て
一
杯
や
り
、
風
呂

か
ら
出
て
気
持
ち
を
整
え
、
ゆ
っ
く
り

読
み
進
め
る
。
若
い
頃
の
よ
う
な
一
気

読
み
は
出
来
な
い
。
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
1
～
2
頁
戻
り
、
ま
た
進

む
。
一
歩
前
進
、
二
歩
後
退
、
そ
う
し

て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
近
づ
い
て
い
く
。

　

そ
う
か
、
不
確
か
だ
っ
た
け
れ
ど
未

（春）

あ
っ
た
か
歳
時
記

柏　

倉　
　
　

裕

来
に
あ
る
と
信
じ
理
想
を
め
ざ
し
た

あ
の
頃
の
情
熱
を
取
り
戻
し
て
み
た
く

て
、
ま
た
読
み
始
め
た
の
か
。

　

も
う
す
ぐ
上
巻
は
終
わ
り
、
新
し
い

教
主
と
な
っ
た
千
葉
潔
の
教
団
が
国
家

か
ら
の
独
立
を
求
め
て
蜂
起
す
る
下
巻

に
進
む
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
分
か
っ
て
い

て
も
ど
き
ど
き
す
る
。
や
っ
ぱ
り
こ
れ

は
戦
後
日
本
文
学
史
上
、
五
指
に
入
る

傑
作
だ
と
オ
レ
流
に
言
お
う
。

　

押
し
つ
け
は
不
徳
と
致
す
と
こ
ろ
だ

け
れ
ど
、
ご
同
輩
、
浮
き
世
の
10
連
休

こ
の
大
作
に
付
き
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
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働
き
方
改
革
と
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
め
ぐ
っ
て

�

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
常
務
理
事
）

笹　

尾　

達　

朗

▽
は
じ
め
に

　

昨
年
の
２
０
１
８
年
6
月
に
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
が
成
立
し
、「
労
働
施
策
総
合

推
進
法
」
に
基
づ
き
同
年
12
月
28
日
「
労
働

施
策
基
本
方
針
」
が
定
め
ら
れ
た
。
一
方
で

本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
10
％

へ
の
引
上
げ
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
使
途
が

今
の
国
会
で
決
ま
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
議

論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
が
一
定
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
２
０
１
６
年
6
月
2

日
閣
議
決
定
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、「
労
働
施
策
基
本
方
針
」
と

「
２
０
１
９
年
厚
生
労
働
分
野
の
主
な
政
策

課
題
」（「
立
法
と
調
査
」
２
０
１
９・
１
厚

生
労
働
委
員
会
調
査
室
・
佐
伯
道
子
）
を
手

掛
か
り
に
、
政
府
の
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

社
会
保
障
制
度
改
革
に
向
け
た
今
後
の
動
向

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

▽「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は

　

ど
こ
に
行
っ
た
の
か
？

　

２
０
１
２
年
当
時
の
与
党
で
あ
っ
た
民
主

党
政
権
下
に
自
由
民
主
党
、
公
明
党
に
よ
る

3
党
合
意
を
経
て
、「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
の
実
現
を
目
的
と
し
て
「
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ

こ
で
消
費
税
率
引
き
上
げ
等
を
定
め
た
税
制

抜
本
改
革
法
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連

3
法
、
年
金
関
連
２
法
が
制
定
さ
れ
た
。
し

か
し
、
同
年
12
月
に
安
倍
自
民
党
内
閣
が
誕

生
す
る
と
と
も
に
２
０
１
４
年
4
月
１
日
予

定
ど
お
り
5
％
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
て
引

上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
当
初
２
０
１
５
年
10

月
か
ら
10
％
へ
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
2
度

に
わ
た
り
延
期
さ
れ
、
よ
う
や
く
２
０
１
９

年
10
月
か
ら
引
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

但
し
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
増
収
分
の
使

途
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
合
意
に
あ
っ
た
社

会
保
障
の
安
定
化
に
4
％
を
、
社
会
保
障
の

充
実
に
1
％
を
充
て
る
と
さ
れ
た
消
費
税
の

使
途
の
変
更
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
骨

太
の
方
針
２
０
１
８
」
が
6
月
15
日
閣
議

決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
２
０
１
８
年
か
ら

２
０
２
２
年
度
末
の
5
年
間
で
、
女
性
の
就

業
率
80
％
に
対
応
で
き
る
「
子
育
て
安
心
プ

ラ
ン
」
を
打
ち
出
し
２
０
２
０
年
ま
で
に
整

備
す
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
２
０
１
９
年

10
月
か
ら
は
３
～
5
歳
児
の
保
育
施
設
無
償

化
措
置
の
実
施
を
決
め
た
。（
但
し
3
歳
～

5
歳
児
の
副
食
費
に
つ
い
て
は
実
費
徴
収
す

る
た
め
現
場
の
保
育
所
な
ど
で
混
乱
か
ね
な

い
し
、
無
償
化
が
か
え
っ
て
高
所
得
家
庭
を

優
遇
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
は
免
れ
な

い
。）
ま
た
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
て
の

処
遇
改
善
、
そ
の
他
高
等
教
育
の
無
償
化
、

私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
無
償
化
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
当
初
方
針
の
変
更
の
背
景
に

は
、
２
０
１
８
年
10
月
2
日
の
第
4
次
安
倍

改
造
内
閣
発
足
に
あ
た
り
「
我
が
国
が
直
面

す
る
最
大
の
課
題
は
、
国
難
と
呼
ぶ
べ
き
少

子
高
齢
化
で
あ
り
、・・・
全
て
の
世
代
が
安

心
で
き
る
社
会
保
障
へ
と
改
革
を
進
め
て
い

く
」
と
す
る
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
消
費

の
低
迷
、
日
本
の
経
済
成
長
へ
の
危
惧
が
あ

る
と
い
え
る
。

　
「
１
０
０
年
安
心
プ
ラ
ン
」
や
65
歳
以
上

へ
の
継
続
雇
用
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
「
生

涯
現
役
社
会
」、「
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
」

改
革
は
、
高
齢
者
優
遇
と
す
る
「
シ
ル
バ
ー

民
主
主
義
論
」
に
よ
る
批
判
に
対
し
、
現
行

の
社
会
保
障
制
度
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

年
金
生
活
者
な
ど
投
票
率
の
高
い
中
高
年
労

働
者
の
負
担
の
増
大
は
免
れ
な
い
た
め
に
今

年
7
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
後

に
具
体
的
な
改
革
案
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

▽「
労
働
施
策
基
本
方
針
」
に
見
え
る

　
「
働
き
方
改
革
」
の
理
念
と
目
的

　

言
う
ま
で
も
な
く
「
働
き
方
改
革
」
の
目

的
を
法
律
と
し
て
体
現
し
た
も
の
の
一
つ
が

「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」
で
あ
る
。
同
法

は
こ
れ
ま
で
の
雇
用
対
策
法
（
昭
和
41
年
法

律
第
１
３
２
号
）
の
改
正
で
あ
る
が
、
労
働

生
産
性
の
向
上
を
謳
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

同
法
の
理
念
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
例

え
ば
同
法
第
10
条
1
項
に
お
い
て
、「
国
は
、

労
働
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必

要
な
労
働
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進

に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
、そ
の
「
労
働
施
策
基
本
方
針
」

が
昨
年
12
月
28
日
に
発
表
さ
れ
た
。
同
「
基
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本
方
針
」
に
は
、「
働
き
方
改
革
の
必
要
性
」

と
し
て
「
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る

こ
と
に
よ
り
」、「
同
時
に
企
業
の
生
産
性
や

収
益
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。」

と
し
、
今
回
の
「
働
き
方
改
革
」
の
第
一
義

的
目
的
が
経
済
政
策
に
あ
る
こ
と
を
表
明
し

て
い
る
。
ま
た
「
基
本
理
念
」
と
し
て
「
労

働
者
は
、
職
務
の
内
容
及
び
職
務
に
必
要
な

能
力
、
経
験
そ
の
他
の
職
務
遂
行
上
必
要
な

事
項
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
ら
に

即
し
た
評
価
方
法
に
よ
り
能
力
等
を
公
正
に

評
価
さ
れ
、
当
該
評
価
に
基
づ
く
処
遇
を
受

け
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
従
来
の
「
職
能
給
」
を
基
本
に
し
た
賃
金

制
度
か
ら
「
職
務
給
」
を
中
心
に
し
た
賃
金

制
度
へ
の
転
換
を
意
味
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
今
回
の
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
が
正
規
と
非
正
規
と
の
賃
金

格
差
の
是
正
と
い
う
文
脈
か
ら
と
い
う
よ
り

も
、「
公
務
員
に
お
い
て
も
働
き
方
改
革
の

実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
努
め
る
」
と

し
て
い
る
よ
う
に
職
務
給
を
中
心
に
し
た

「
能
力
主
義
」・「
成
果
主
義
」
の
導
入
を
前

提
に
し
た
賃
金
制
度
へ
の
転
換
に
こ
そ
目
的

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。

▽「
多
様
な
人
材
の
活
躍
促
進
」と
は

　
「
基
本
方
針
」
の
第
2
章
に
は
「
労
働
施

策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
と
あ
り
、
労

働
時
間
短
縮
等
職
場
環
境
整
備
、
公
正
な
処

遇
の
確
保
な
ど
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇

改
善
を
含
む
総
じ
て
「
働
き
方
改
革
」
に
関

わ
る
具
体
的
な
項
目
が
並
ん
で
い
る
が
、
本

稿
で
は
「
多
様
な
人
材
の
活
躍
促
進
」
に
注

目
し
、
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

何
故
な
ら
ば
労
働
力
人
口
の
減
少
と
少
子
化

を
背
景
に
「
働
き
方
改
革
」
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
今
、
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て

き
た
「
多
様
な
人
材
」
に
光
が
当
て
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

「
多
様
な
人
材
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
労
働
市

場
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
な
く
、
そ
れ
だ
け

に
社
会
保
険
や
職
業
教
育
・
職
業
訓
練
な
ど

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
の
外
に
置
か
れ
て

き
た
人
た
ち
を
意
味
す
る
。
以
下
「
多
様
な

人
材
」
に
つ
い
て
列
挙
し
そ
の
「
基
本
方
針
」

を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）「
女
性
の
活
躍
推
進
」

　
「
均
等
法
」
の
履
行
確
保
、
女
性
活
躍
推

進
法
の
見
直
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
、
子
育
て
中
の
女
性
等
へ
の
就
労

支
援
・
職
業
訓
練
、
育
介
休
業
の
取
得
促

進
、「
子
育
て
プ
ラ
ン
」
な
ど
の
整
備
と
あ

る
。
肝
心
な
「
幼
保
無
償
化
対
象
拡
大
へ
の

懸
念
」、「
待
機
児
童
の
解
消
」
や
「
女
性
の

管
理
職
登
用
目
標
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
公

約
の
実
現
が
遠
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）「
若
者
の
活
躍
推
進
」

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
て
若
者
の

意
欲
や
能
力
に
応
じ
た
就
職
支
援
を
行
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
営
利
を
目
的
に
し

た
人
材
紹
介
事
業
者
の
活
用
は
念
頭
に
は
な

い
。
こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
内
閣
府
の
推
計

に
よ
る
40
歳
～
64
歳
の
中
高
年
引
き
こ
も
り

61
万
人
は
、
バ
ブ
ル
経
済
以
降
の
「
就
職
氷

河
期
世
代
」が
40
歳
に
達
し
た
た
め
で
あ
り
、

こ
の
間
引
き
こ
も
り
対
策
や
雇
用
環
境
改
善

へ
の
無
作
為
の
裏
返
し
で
あ
る
。

（
３
）「
高
齢
者
の
活
躍
推
進
」

　
「
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
」
を
前
提
に

継
続
雇
用
延
長
、
定
年
延
長
な
ど
65
歳
超
雇

用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
相
談
支
援
の

他
、
雇
用
関
係
に
な
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
機
会
の
提

供
を
す
る
と
し
、
高
齢
者
の
特
性
に
合
わ
せ

腰
痛
な
ど
安
全
と
健
康
の
確
保
な
ど
職
場
環

境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
に
は
職
務
や
賃
金
制
度
の
設
計
な

ど
肝
心
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。

（
４
）「
障
害
者
の
活
躍
推
進
」

　
「
障
害
の
特
性
等
」
に
応
じ
て
活
躍
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
を
目
指
し
、
障
害

者
雇
用
の
量
的
拡
大
を
図
る
。
一
方
で
、
精

神
障
害
な
ど
障
害
特
性
を
有
す
る
就
労
希
望

者
が
長
く
安
定
的
に
働
き
続
け
ら
れ
る
等
の

雇
用
の
質
の
向
上
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
雇

用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者
差
別
禁
止
及
び

合
理
的
配
慮
の
提
供
を
実
施
す
る
と
し
て
い

る
が
問
題
は
、
生
産
性
や
効
率
が
重
視
さ
れ

る
競
争
社
会
の
中
で
「
障
害
者
」
と
の
「
共

生
」
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
そ

の
た
め
の
教
育
・
研
修
機
会
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。

（
５
）「
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
」

　

外
国
人
が
日
本
で
働
く
に
は
一
定
の
条
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。「
外
国
人
材
」
と

し
て
、
一
つ
に
は
こ
の
4
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
新
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
の
運
用
を
念

頭
に
「
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦

力
と
な
る
外
国
人
材
を
幅
広
く
受
け
入
れ
て

い
く
仕
組
み
を
構
築
」
し
、「
労
働
関
係
法

令
の
遵
守
、
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
を
は

じ
め
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

に
取
り
込
む
」
と
し
て
い
る
。
発
展
途
上
国

へ
の
技
術
協
力
を
目
的
と
し
た
技
能
実
習
生

か
ら
新
た
な
在
留
資
格
「
特
定
1
号
」
へ
の

移
行
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、
中
に
は
今
後

「
特
定
2
号
」
の
在
留
資
格
を
持
つ
こ
と
で

永
住
に
至
る
道
筋
で
き
た
と
も
言
え
る
。

　

二
つ
に
は
「
企
業
の
高
度
外
国
人
材
の
活

用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
外
国

人
留
学
生
の
卒
業
後
の
日
本
国
内
で
の
就

職
・
定
着
」支
援
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留
資

格
」
を
持
つ
高
度
人
材
が
日
本
国
内
か
ら
流

出
し
て
い
る
現
実
へ
の
危
機
感
の
裏
返
し
で

あ
る
。
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三
つ
め
に
は
「
定
住
者
な
ど
我
が
国
に
お

け
る
活
動
制
限
の
な
い
外
国
人
の
安
定
し
た

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
日
本
語
能
力
の
改

善
を
図
る
研
修
や
訓
練
等
を
実
施
す
る
」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
永
住
」「
日
本
人
の

配
偶
者
等
」
所
謂
「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資

格
」
を
指
す
。
し
か
し
義
務
教
育
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
る
子
供
た
ち
も
多
く
、
日
本
社
会

に
溶
け
込
め
て
い
な
い
人
た
ち
の
存
在
を
意

味
し
て
い
る
。

　

四
つ
め
は
本
来
就
労
を
目
的
と
し
た
滞
在

で
は
な
い
が
「
資
格
外
活
動
」
と
し
て
ア
ル

バ
イ
ト
と
い
う
就
労
形
態
で
働
い
て
い
る
人

た
ち
の
存
在
で
あ
る
。日
本
語
学
校
に
通
い
、

大
学
進
学
や
日
本
で
の
就
労
を
目
指
し
、
中

長
期
的
に
日
本
で
暮
ら
す
意
図
を
持
っ
て
来

て
い
る
。
現
実
に
は
人
手
不
足
を
補
う
貴
重

な
戦
力
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
言
う

「
外
国
人
材
」
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

（
６
）�「
様
々
な
事
情
・
困
難
を
抱
え
る
人
の

活
躍
支
援
」

　

こ
こ
で
具
体
的
な
支
援
の
対
象
者
と
し
て

あ
げ
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
母
子
世
帯
な

ど
一
人
親
世
帯
の
女
性
に
対
し
マ
ザ
ー
ズ
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
訓
練
や
助
成
金
の

活
用
に
よ
る
就
職
支
援
で
あ
る
。
し
か
し
保

育
な
ど
子
育
て
支
援
や
学
習
支
援
な
ど
雇
用

と
福
祉
の
一
体
的
支
援
の
課
題
は
提
起
さ
れ

て
い
な
い
。
二
つ
に
は
生
活
保
護
受
給
世
帯

と
生
活
困
窮
者
就
支
援
の
高
止
ま
り
が
指
摘

さ
れ
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
一
体
的
な

支
援
に
よ
る
就
労
に
よ
る
自
立
の
促
進
を
あ

げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
雇
用
と
福
祉
の
一

体
的
支
援
に
ど
の
よ
う
な
壁
が
存
在
す
る
の

か
、
就
労
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
と
い
う
問
題
提
起
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。三
つ
に
は「
刑
務
所
出
所
者
等
や
ホ
ー

ム
レ
ス
等
で
就
職
を
希
望
す
る
者
」
へ
の
就

労
支
援
や
職
場
定
着
支
援
を
掲
げ
て
は
い
る

が
具
体
策
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
お

題
目
と
し
て
掲
げ
た
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
そ

う
し
た
人
た
ち
の
社
会
復
帰
を
進
め
る
意
思

が
あ
る
の
か
は
見
え
な
い
。

▽
雇
用
・
年
金
と
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革

　

先
に
紹
介
し
た
「
２
０
１
９
年
厚
生
労
働

分
野
の
主
な
政
策
課
題
」
に
よ
る
と
今
次
通

常
国
会
に
厚
労
省
か
ら
の
法
律
案
の
提
出
が

予
想
さ
れ
る
分
野
と
し
て
、（
１
）
医
療
・

介
護
、（
２
）
児
童
福
祉
、（
３
）
雇
用
、
年

金
と
あ
る
。本
稿
で
は
、雇
用
と
年
金
に
限
っ

て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）�

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
政
府
の
問
題

意
識

　

今
次
通
常
国
会
に
厚
労
省
か
ら
の
雇
用
の

分
野
に
お
け
る
法
律
案
と
し
て
、
高
齢
者
雇

用
、
障
害
者
雇
用
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
、
高
齢
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
８

年
11
月
26
日
に「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」、「
未

来
投
資
会
議
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
会
議
」、「
規
制
改
革
会
議
」
の
合
同
会
議

に
お
い
て
「
経
済
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る

中
間
整
理
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ

で
は
「
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
を
図

り
つ
つ
、
65
歳
ま
で
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
高
齢
者
の
希
望
・
特
性
に
応
じ
た
活
躍

の
た
め
、
と
り
う
る
選
択
肢
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
法
制
化
に

つ
い
て
は
、「
各
社
の
自
由
度
が
あ
る
法
制

を
検
討
す
る
」
方
向
性
の
下
に
「
労
働
政
策

審
議
会
の
審
議
を
経
て
」
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
高
齢
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
将
来
現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
す
「
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
」
の
柱
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
高
齢
者

を
一
括
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
身
体

能
力
、
職
業
ス
キ
ル
も
様
々
で
あ
り
、
何
よ

り
も
一
人
の
人
間
と
し
て
社
会
に
参
加
す
る

機
会
の
提
供
と
い
う
視
点
か
ら
高
齢
者
雇
用

が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　

イ
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

雇
用
促
進
法
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

障
害
者
の
雇
用
促
進
制
度
の
在
り
方
に
関
す

る
研
究
会
が
設
置
さ
れ
２
０
１
８
年
7
月
30

日
に
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。
報
告
書
に

は
、
週
所
定
労
働
時
間
20
時
間
未
満
の
障
害

者
雇
用
に
対
す
る
支
援
措
置
、
長
期
雇
用
に

取
組
ん
で
い
る
事
業
主
に
対
す
る
支
援
措
置

の
創
設
な
ど
障
害
者
の
雇
用
の
質
の
向
上
へ

の
取
組
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
常
用
雇
用
50

人
以
上
の
中
小
企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用

の
促
進
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
の

行
政
機
関
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

の
虚
偽
報
告
な
ど
を
受
け
て
、
政
府
は
10
月

22
日
「
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に

関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
、
公
表
し
た
。

そ
の
後
２
０
１
９
年
2
月
3
日
に
国
家
公
務

員
障
害
者
選
考
試
験
を
実
施
し
た
。し
か
し
、

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
そ
の
実
効
性
の
担

保
が
困
難
で
あ
り
、
就
業
支
援
Ａ
型
事
業
所

へ
の
雇
用
調
整
金
の
支
給
上
限
額
の
設
定
な

ど
課
題
も
多
い
。

　

ウ
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

現
行
法
上
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
で
は
、

セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
均
等
法
で
、
マ
タ

ハ
ラ
に
つ
い
て
は
均
等
法
と
育
・
介
労
働

者
福
祉
法
で
事
業
主
の
雇
用
管
理
上
の
措

置
義
務
付
け
が
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
パ

ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
法
令
上
の
規
制
が
な

い
。
２
０
１
７
年
3
月
の
働
き
方
改
革
実

行
計
画
で
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
が
盛
り
込
ま
れ
、

２
０
１
８
年
3
月
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
検

討
会
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
２
０
１
８

年
12
月
に
労
政
審
議
会
雇
用
環
境
・
均
等
分

科
会
お
い
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
建
議
が
行

わ
れ
た
。
報
告
書
で
は
①
事
業
主
に
対
し
雇

用
管
理
上
の
措
置
義
務
を
設
け
、
②
紛
争
解

決
の
た
め
の
調
停
制
度
や
助
言
・
指
導
等
の
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履
行
確
保
措
置
、
③
国
、
事
業
主
、
労
働
者

の
責
務
に
つ
い
て
法
規
定
が
適
当
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
懸
案
の
取
引
先
や
顧

客
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
や
行
為
者
の

対
す
る
刑
事
罰
や
被
害
者
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
を
こ
の
法
律
で
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
見
送
ら
れ
た
。

（
２
）
年
金
制
度
に
お
け
る
政
府
の
問
題
意
識

　

今
年
は
年
金
の
5
年
に
1
度
の
財
政
検
証

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
既
に
社
会
保
障
審
議

会
年
金
部
会
に
お
い
て
年
金
制
度
の
在
り
方

に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
今
春
に
も

報
告
書
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
。
社

会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
で
は
、
①

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
在
り
方
、
②
短
時

間
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大
、
③
高
齢
者
の
就

労
と
年
金
受
給
、④
高
所
得
者
の
年
金
給
付
、

年
金
課
税
に
つ
い
て
の
4
つ
の
課
題
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
①
は
既
に
毎
年
年
金
減
額
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
②
は
、
中
小
企
業
へ

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
企
業
規
模
や
短

時
間
労
働
者
の
賃
金
を
基
準
に
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。
③
は
、
70
歳
以
降
の
受
給
開
始
や

在
職
老
齢
年
金
の
見
直
し
な
ど
高
齢
期
の
就

労
拡
大
を
前
提
に
制
度
改
正
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。
④
は
年
金
制
度
に
お
け
る
所
得

再
分
配
機
能
の
在
り
方
の
検
討
で
あ
る
。
高

所
得
者
の
基
礎
年
金
の
支
給
停
止
、
70
歳
以

上
の
被
保
険
者
保
険
の
拡
大
、
標
準
報
酬
の

上
下
限
の
設
定
拡
大
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
政
府
税
制
調
査
会
で
は
年
金
課
税
の

在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
な
ど
課
税
強
化

の
方
向
に
あ
る
。

（
３
）
そ
の
他

　

4
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
た
外
国
人
労
働
者

の
受
入
れ
拡
大
に
伴
っ
て
、
健
康
保
険
に
お

け
る
海
外
在
住
被
扶
養
者
の
認
定
の
見
直

し
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
「
な
り
す
ま

し
」
対
策
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者

へ
の
日
本
国
内
居
住
要
件
の
付
加
な
ど
が
、

検
討
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
法
律
上
で
は
出
入
国
管
理
法

の
与
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
厚
労
省
の
政
策

課
題
と
し
て
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

▽ 

働
き
方
改
革
と
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
へ
の
課
題

（
１
）
給
付
と
負
担
の
見
直
し

　

年
金
制
度
や
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
が
問

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
政
府
は
、
年
金
制

度
に
お
い
て
①
年
金
支
給
額
を
減
ら
す
、
②

受
給
開
始
年
齢
を
引
上
げ
る
、
③
税
金
を
投

入
す
る
、
④
被
保
険
者
の
範
囲
の
拡
大
の
４

つ
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
後
に
非
正
規
雇
用
を
拡
大
し
、
そ
の

結
果
、
年
金
や
医
療
な
ど
の
社
会
保
険
か
ら

の
排
除
が
拡
大
し
た
。
い
ま
「
第
3
号
被
保

険
者
問
題
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
短
時
間
労

働
者
へ
の
社
会
保
険
の
拡
大
を
進
め
て
い
る

が
、「
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
こ
の
国
に
住
む
外
国
人
を

含
め
た
全
て
の
人
た
ち
が
社
会
保
険
料
や
税

金
を
負
担
し
、
社
会
を
支
え
る
「
公
助
」
の

仕
組
み
を
展
望
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
２
）�「
経
済
成
長
」
を
ど
こ
ま
で
期
待
す
べ

き
か

　
「
年
金
制
度
は
破
綻
す
る
」
と
い
う
意
見

が
存
在
す
る
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
発
達
で
一
人
当
た
り
の
労
働
生
産
性
が

高
ま
り
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
レ
が
進
む
な
ら

ば
現
行
の
賦
課
方
式
で
や
っ
て
い
け
る
と
の

説
も
あ
る
。
し
か
し
資
本
主
義
発
達
の
歴
史

を
省
み
る
と
、
行
く
度
か
の
産
業
革
命
を
経

て
生
産
性
が
向
上
し
て
も
人
間
労
働
が
軽
減

さ
れ
労
働
苦
か
ら
解
放
さ
れ
た
試
し
は
い
な

い
。
今
も
「
過
労
死
・
過
労
自
殺
」
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
他
方
で
は
実
体
経
済
の
縮
小

と
株
価
操
作
な
ど
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て

富
の
偏
在
を
拡
大
し
、
世
界
的
な
不
安
定
社

会
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
住
む
国
は
十
分
に
便
利
で
も
の

豊
か
な
社
会
を
実
現
し
た
。「
お
ご
れ
る
も

の
久
し
か
ら
ず
や
」で
あ
る
。
か
つ
て
の「
高

度
経
済
成
長
」の
幻
想
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、

「
低
成
長
」
と
い
う
成
熟
社
会
へ
の
歩
み
を

大
切
に
す
る
価
値
観
を
育
む
こ
と
で
、
年

金
・
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
険
、
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
福
祉
、
教
育
や
住
宅
の
保
障

な
ど
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
、「
公

助
」の
仕
組
み
に
賛
同
を
得
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
３�

日
本
的
雇
用
慣
行
の
見
直
し
と
社
会
保

障
制
度

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、
夫
の
長
時
間

労
働
や
広
域
配
転
な
ど
無
制
限
な
働
き
方
を

妻
が
家
庭
で
支
え
る
と
い
う
性
別
役
割
分
業

の
上
に
成
り
立
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
「
世

帯
主
」、「
被
扶
養
者
」
な
ど
の
概
念
が
存
在

し
て
い
る
。
今
次
「
働
き
方
改
革
」
は
、
日

本
的
雇
用
慣
行
の
変
革
を
意
図
し
て
い
る
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
は
女
性
の
賃
金
引

上
げ
と
正
社
員
比
率
の
引
上
げ
を
迫
る
。
父

親
の
子
育
て
参
加
の
促
進
は
、
帰
宅
時
間
の

遅
い
父
親
の
働
き
方
の
見
直
し
を
迫
る
。
既

に
１
９
９
７
年
を
境
に
し
て
共
働
き
世
帯
が

片
働
き
世
帯
を
追
い
抜
い
て
い
る
が
、
今
後

女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
夫
と

妻
の
労
働
時
間
を
短
縮
し
、
子
育
て
な
ど
家

庭
や
社
会
に
参
加
の
機
会
を
拡
大
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
真
の
意
味
で
の
働
き
方

改
革
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
社
会

保
障
制
度
を
構
想
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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会員年会費または寄付金のお願い

ＮＰＯ法人あったかサポートは、「労働と社会保障」に係る市民のコモンセンスづくりを進めます。
当法人の活動へのご理解を賜り、本年度も引き続き年会費または寄付金をお願いします。
　　（１）正会員は、年間１口５、０００円です。個人として総会での議決権を有します。
　　（２）協力会員は、年間１口１０、０００円です。団体としての参加ですから総会での議決権はありません。
　　（３）賛助会員は、年間１口３、０００円ですが、当法人の活動に直接参加できない方のための制度です。
　　　　 従って、総会での議決権はありません。
尚、当会は認定NPO法人です。当会への寄付金や協力会員会費、賛助会費は、寄付金控除にご利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→特定非営利活動法人 あったかサポート

集

編

後

記

　

寒
い
季
節
が
去
り
、
暖
か
い
空
気
に
覆
わ
れ
て
き
た
。
厚
着
す
る
こ
と
も
な
く
読
書
を

楽
し
め
る
た
め
「
十
連
休
」
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
う
。
編
集
子
も
そ
の

一
人
で
あ
る
が
、
今
こ
の
国
に
拡
が
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
中
に
は
、

連
休
と
は
無
縁
の
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
本
号
は

さ
な
が
ら
読
書
案
内
の
特
集
号
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
度
、
当
法
人
で
は
二
つ
の
冊
子
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
の
第
十
三
回

総
会
の
記
念
講
演
録
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
、
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
読
み
解
く
」
と

本
年
の
新
春
講
演
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
「
就
学
前
の
子
供
た
ち
の
養
育
環
境
を

あ
っ
た
か
く
す
る
た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
」
の
二
冊
で
あ
る
。
二
つ
は
、
性
格

が
異
な
る
も
の
の
現
代
の
課
題
を
問
う
ニ
ュ
ー
ス
性
の
高
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。
ご

関
心
の
あ
る
方
に
は
お
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
お
申
込
み
頂
き
た
い
。

　

ま
た
贈
呈
を
頂
い
た
二
つ
の
著
作
は
各
々
著
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
て
い
る
。
熊
沢

誠
先
生
に
よ
る
過
労
死
・
過
労
自
殺
で
倒
れ
た
人
た
ち
へ
の
鎮
魂
の
物
語
と
原
昌
平
記
者

に
よ
る
社
会
保
障
を
活
用
す
る
た
め
の
実
用
書
で
あ
る
。
二
つ
の
著
書
か
ら
教
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
人
が
健
康
を
損
な
い
障
が
い
や
死
亡
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
に
遭
遇
し
た
時
に
は
、

お
金
で
は
買
え
な
い
他
人
の
力
が
支
え
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
自
己
責
任
論
で
全
て
が

片
付
け
ら
れ
る
昨
今
、
そ
れ
は
や
は
り
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

　

喜
多
和
美
さ
ん
の
「
私
の
読
書
館
」
は
、
通
常
の
書
評
と
は
趣
を
異
に
し
て
小
学
六
年

生
の
道
徳
教
科
書
を
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
彼
女
は
生
業
に
お
い
て
も
立
派
な
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
今
回
職
業
上
の
肩
書
を
離
れ
、
市
井
の
市
民
と
し
て
道
徳
の

教
科
化
に
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。
教
科
書
の
中
に
も
自
己
責
任
論
が
忍
び
寄
る
恐
ろ

し
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
法
人
の
揚
げ
る
「
共
生
の
思
想
」
と
は
何
か
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
第
一
四
回
総
会
の
成
功
に
向
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
思
想
を
強
化
さ
せ

た
い
。

�
（
笹
尾
）

■ご相談とお問合せ

特定非営利活動法人　あったかサポート事務局　笹尾達朗（当法人・常務理事）

●お問い合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は休業）
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
HP  http://attaka-support.org/
E-mail  attaka-support@r6.dion.ne.jp

075-352-2640TEL
FAX 075-352-2646

五条駅

花屋町通

下珠数屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（坂口ビル）

ささおたつろう
当
法
人
に
贈
呈
を

頂
い
た
図
書
を

紹
介
し
て
い
ま
す

熊
沢
　
誠 

著

岩
波
書
店

原
　
昌
平 

編
著

中
公
新
書
ラ
ク
レ

電
通
事
件
の
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
の

自
死
に
つ
い
て
記
憶
に
新
し
い
。

働
く
仲
間
の
関
係
性
の
希
薄
さ
が

人
を
死
に
追
い
や
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

日
本
の
社
会
保
障
は
社
会
保
険
、
税
制
、

様
々
な
福
祉
制
度
で
構
成
さ
れ
る
。

男
性
稼
ぎ
主
モ
デ
ル
の
解
体
は
、
今
や

制
度
改
革
を
私
た
ち
に
問
う
て
い
る
。


